
［成果情報名］極晩生ギニアグラス「うーまく」を活用した収穫適期幅の拡大 

［要約］九州本土では出穂しない特性を持つ極晩生ギニアグラス品種「うーまく」は、県内で広

く利用されているスーダングラス品種「ヘイスーダン」より 30 日程度収穫適期幅を拡大可能で

あり、粗タンパク質含量が高く、可消化乾物収量は同程度である。 
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［背景・ねらい］ 

長崎県内における飼料作物栽培では夏作よりも冬作の作付面積が多く、冬作中心の栽培

体系が一般的だが、冬作の主要草種であるイタリアンライグラスは、労力不足や春先の長

雨などの影響により収穫遅れが多発している。収穫遅れや気象リスクを回避するためには、

冬作中心の作付体系だけでなく、夏作中心の作付体系も取り入れる必要がある。しかし、

暖地型イネ科牧草は寒地型イネ科牧草と比較して、生育の進みに伴う栄養価の低下が著し

く、出穂期を過ぎると粗タンパク質含量が有意に低下することが報告されており、収穫適

期幅が冬作に比べて短い。そこで、九州本土では出穂しない特性を持つ極晩生ギニアグラ

ス品種「うーまく」の収量性と飼料成分を把握するとともに、県内で広く栽培されている

スーダングラス品種「ヘイスーダン」と比較し、粗タンパク質含量の低下に着目して収穫

適期幅の拡大を図る。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「うーまく」は「ヘイスーダン」に比べ、初期生育や乾物収量が劣るものの、酵素（ペプ

シン・セルラーゼ）分析法における乾物消化率が高いため、可消化乾物収量は同程度である

（表 1）。 

 

２．「うーまく」の粗タンパク質含量について、1 番草は生育日数 57～77 日目の刈取りでは成

分表の数値以上であり、87 日目の刈取りで有意に低下したものの成分表の数値と同等であっ

た。2 番草は生育に伴う粗タンパク質含量の低下が確認されず、いずれの刈取り時期におい

ても成分表の数値を上回った。「うーまく」は 1 番草、2 番草ともに「ヘイスーダン」より

30 日間程度、収穫適期幅が大きい傾向にある（図 1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１． 「うーまく」は初期生育が悪いため、掃除刈りなどによる雑草を抑制する栽培管理が必

要である。 

２．「うーまく」は、収穫適期幅が大きいため、刈取時期の分散が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

表 1 スーダングラス（ヘイスーダン）とギニアグラス（うーまく）の刈取時期ごとの収量性 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ギニアグラス（うーまく）とスーダングラス（ヘイスーダン）の 

刈取時期ごとの粗タンパク質含量 

1）1 番草、2 番草ともに草種間にそれぞれ 5％水準で有意差あり。 

2）同グラフ上の異符号間に 5％水準で有意差あり（Tukey-Kramer の検定）ns は有意差なし。 
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